
 

 

「一人一人が笑顔で過ごせるように」人権旬間 
 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとに笑顔広げる 龍野っ子 

～笑顔 元気 感謝 安全～    凌雲台 
龍野小学校学校便り 

第42号 
令和３年１1月10日 
文責：校長 大江律子 

８日から２学期の人権旬間がスタートしました。業間に人権講話を

行いました。人権講話では次のような話をしました。 

人権とは「一人一人がもっているものでだれもが安心して自分らし

く生きる」権利です。心に八本の矢がささると、どんな字になるでしょ

うか。「心に八本の矢」が刺さると「悲」という字になります。この矢

は相手を傷つける言葉や態度など色々なことが考えられます。また、

「相手と心」では、どんな字になりますか。それは、「想」という字に

なります。相手の気持ちを考える、相手の気持ちを想像できる「想」で

す。一人一人はとても大切な存在です。自分のまわりの人が「悲」の気

持ちでいる人はいないか、みんなで考える場にしていきましょう。ま

た、一人一人みんなよいところをもっています。人権旬間で「自分のよ

さ」や「みんなのよさ」を考えていきましょう。一人一人が大切な宝物

でかけがえのない命をもっています。 

２学期の人権旬間では、相手の気持ちを考えよう（嫌なことは嫌だ 

と言おう）、自分のよさや友達のよさを見つけようの二つを特に取り組 

んでいこうと伝えました。龍野っ子が笑顔で過ごせるように、全職員で取り組んでいきます。 

１年生に好きな本を紹介しよう・・・ 
 ９日の１時間目、３年生が「好きな本を紹介しよう」ということで、1 年生に読み聞かせをしました。読み聞かせは

それぞれのグループで考えた本の内容を紹介しました。緊張していた子どもたちもいたようですが、伝わるように

考えて読み聞かせをしてくれました。1年生の子どもたちは、3年生にお礼の手紙を書きました。「○○の本が楽し

かった」「3年生がとても上手だった」「3年生はすごいと思った」「また読んでほしい」など、たくさんの感謝の気持ち

を伝えていました。 

 コロナ禍で学年を超えた学習はなかなかでき

なかったのですが、感染対策をしながら活動し

ています。3 年生が 1 年生のことを考えて取り

組む姿、頼もしくなったなあと思いました。がん

ばった3年生とお礼を伝える1年生、素敵な学

習ができました。 

あいてのきもちを
かんがえる
あいてのきもちを
そうぞうできる

想
 

 英語で「甲佐の特産物」を伝えよう 
 ５日、６年生では上益城郡の先生方が集まり、外国語科の研究授業がありました。６年生は「新しく

来られるＡＬＴの先生に甲佐の特産物とおすすめメニューを伝えよう」という学習を進めています。 

 自分が伝えたい特産物等の紹介を考え、英語で伝えるために「相手に伝わるにはどうするか」など互

いにアドバイスをしあいながら学習に取り組んでいました。子どもた 

ちはとても真剣にスピーチをしていました。参観してくださっている 

先生方に自分が考えた特産物などを紹介し、先生方の質問に答えてい 

ました。（全て英語のやりとりです。）参観された先生方に、意欲的な 

態度や一生懸命学習する姿などたくさん褒めていただきました。新し 

く来られるＡＬＴの先生に甲佐のことたくさん伝わることでしょう。 

とても素晴らしかった６年生です。 

笑顔ですごせるように

〇相手の気持ちをかんがえよう
〇じぶんのよさ・友達のよさを
見つけよう

えがお

 

 

 

 


